
         さあ、森の京都へ。 
         「京都丹波」イチ推しの食プロジェクト始動 

推薦理由 

（チーム名） 「京都丹波」イチ推しの食プロジェクトメンバー  

（関係所属名・団体名・氏名） 
 南丹広域振興局農林商工部企画調整室 

【プロセスの工夫、横展開が可能な点】 
≪アセッサー：南丹広域振興局農林商工部企画調整室 

                  副室長  藤原 満弘≫ 

 

・高品質な食材だけでなく、京都丹波ならではの料理の
魅力を消費者に伝えるため、生産者や農産物直売所、
道の駅、ホテルグランヴィア統括総料理長など、幅広
い者と協働しながら、レシピやメニューとしてまとめあげ、
「クックパッド」や「道の駅」で見える化 

・今後、地域の独自性が高い食材を使ったメニュー開
発を通じ、農産物直売所とホテル、レストランとの直接
契約販売が拡大するなど、農産物の付加価値拡大へ
展開 

 

 

【アピールポイント（組織力の発揮）】  
≪所属長（代表）：南丹広域振興局農林商工部 
                      池垣部長≫ 

 メディア発信等は広報課、観光振興課と連携し、ホテ
ルグランヴィア京都統括総料理長との共同のきっかけ
は農林水産部。そして、食材や直売所との調整は南丹
広域振興局農林商工部企画調整室が行うなど、京都
府庁の関係組織ごとの「力」がうまく１つになり、さらに
農産物直売所や道の駅、京都トレーニングセンターな
どが加わった総合力で「森の京都」の最大の魅力であ
る京都丹波産の高品質な食材のアピールが拡大進行
中！ 

 なお、広報時に使用したバックパネルやパネルは女
子職員が中心となり手作りですがそのクオリティの高さ
は驚くばかり！ 

 

「推薦のポイント」に照らして
良いところ、自慢できる点を
アピールしてください。 
 

＜推薦のポイント（組織力）＞ 
①自発性・マインド 
 ＝気づきを活かす、引き出す 
②対話、チームワーク 
 ＝多様なメンバーで対話し 
  連携・協力する 
③合目的性 
 ＝目的に向かって実践し、 
  学びを活かす 
④継続性 
 ＝困難に直面しても諦めずに   
  取り組み続け成果を出す 
⑤将来性 
 ＝他部局への広がりや今後 
  の発展の可能性 

取組プロセスで一番の
鍵になった工夫や、他
でもマネできる、あるい
は参考にしてもらえそう
な点を見つけて、アピール
してください。 

★この様式は、発表用スライドや 
 事例集として、そのまま活用 
 できるよう定めています 
★1ページ＝A5サイズ 
 （2upでA4サイズ）に印刷します 
★記入枠の大きさは自由に変え 
 てOKです。ただし総ページ数 
 （4ページ）は変えないでください 
★写真や図がある場合は 
 適宜貼り付けてください 
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取組内容（１） 

 目指す姿、状態 
• ハイクオリティな食材に焦点を当て、京
都丹波地域の価値を高めるとともに、そ
の魅力を味わえる新料理メニューを創り
出す。 

• そのことにより、「森の京都」への誘客を
増やし、農産物販売チャネル拡大を図る。 

• さらに“食”を通じて森の京都へ向かうひ
と・ものの流れを創り出すきっかけとする。 

 

 

 
 取組の対象、顧客、ターゲット 
• 農産物直売所や道の駅の皆さん 

• 農産物直売所や道の駅を拠点に生産・販売し
ている農家の皆さん 

 

 

 チーム体制、ネットワーク 
• 管内農産物直売所・道の駅等 

• ホテルグランヴィアグループ 佐藤統括総料理長
他 

• 府庁各関係部署 

   （企画理事、広報課、観光振興課、 

   農林水産部、亀岡市、南丹市、京丹波町等） 

 

 

 取組の分野 （該当に○、複数選択可） 

創造的事業 ・ 府民サービス向上 ・ 業務効率化 ・ 職場環境改善 
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成果に着目した場合
の分野を選択してくだ
さい。 
 
■創造的事業 
 ＝独自性が高い、京都 
  ならでは 
■府民サービス向上 
 ＝府民視点に立って 
  お役立ちしたもの 
■業務効率化 
 ＝手順の省略、見直し 
  スクラップ＆ビルド 
■職場環境改善 
 ＝安心・安全・快適な 
  職場づくり 

どんな姿、状態にな
ることを目指して、取
組や事業を着想・実
行しましたか？ 
 

「こうありたい」という理
想の姿、状態を教えてく
ださい。 

どのような人たちを
巻き込んで取り組み
ましたか？ 
・発案者 
・リーダー 
・キーマン 
・実行、実践者 
・アドバイザー、支援者 
・トップダウン 
 or ボトムアップ etc 

この取組は誰の視点で
企画しましたか？ 

 現状、課題 
• 京都丹波地域は、色とりどりの京野菜や丹

波黒大豆・丹波大納言小豆、畜産物など、
府内有数の食料生産地であり、豊かな食
材が数多く存在。 

• 一方で地域の“食”を味わえるところが少な
い等、食の宝庫としての地域の魅力が十
分に発信できていない。 

 

 

 

 

 

 



取組内容（２） 

 取組内容とプロセス 
＜着想（気づき）～ 企画立案、事業化まで＞ 
• 近年、農産物販売拠点として成長している農産物直売所、 

   道の駅に着目 

• 地域の豊かな食材や食文化に根ざした新たな料理メニュー 

    開発を通じ、京都丹波地域の価値を高め、食の魅力を発信 

 

 

＜実行、実践の内容とプロセス＞ 
• 「京都丹波」イチ推しの食１００選 

 プロジェクトメンバー全員参加の会議を開催 

 20ヶ所の直売所からオリジナル料理レシピを募集 

 100種類のレシピを2日に1回のペースで4ヶ月クックパッドに順次掲載   

• 「京都丹波」イチ推しの食料理メニュー 

 100選をもとに、ホテルグランヴィア統括総料理長とメニュー選定、 

  共同開発セミナー、個別指導を通じて料理メニューをブラッシュアップ 

 料理メニューを8種類開発 

 発表会の実施（メディアをターゲット） 

 料理フェアとして一斉発売 

 

 

 

 

 

 

工夫したポイント 
・地元で味わえる高品質な食を創り
出すため、一流ホテル（ホテルグラ
ンヴィア）の協力得る 

・食の魅力を伝えるストーリー性へ
のこだわり 

・外からの力で魅力を発信できる仕
掛け 

工夫したポイント 
・徹底したメディア発信を意識した
内容とし、絵になる仕掛けとした。 

（司会者はプロ、ロゴやバナー、
バックパネルを作成、美味しく伝わ
る写真撮影、食材と料理の両方を
並べる等） 

・共同開発セミナー等を地元で行う
ことで統括総料理長に京都丹波の
食材や地域について知ってもらい、
地元の空気感の中で行う環境づく

りに努めた。 
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どのようにして「気づ
き」を生み、それを 
具現化しましたか？ 
 

気づきから組織・チーム
の取組へと発展させたプ
ロセスを教えてください。 

どのような取組を、ど
んなプロセスで実行、
実践しましたか？ 
 
取組・事業の概要ととも
に、それを実行、実践し
ていくプロセスを教えてく
ださい。 

・府民の声を拾い上げる工夫 
・職員の創造性を活かす工夫 
・知恵やノウハウを集める工夫 

・組織的な取組へと発展させる
工夫 
・問題意識を高める工夫 
・多様な意見をとりまとめる工夫 
 

など、企画段階での工夫を教え
てください。 

・連携・協力者を巻き込む工夫 

・メンバーのモチベーションを高
める工夫、保つ工夫 
・多忙な中でもやり切る工夫 
・差別化を図る工夫 
 

など、実行・実践段階での工夫を
教えてください。 



結果とふり返り 

 成果、目標達成状況 
• 管内５つの道の駅や農産物直売所で地元の食材を活かした８つの料理 

   メニュー誕生 

• 数多くのメディアに掲載され、森の京都、京都丹波の魅力を発信 

   ＴＶ：ちちんぷいぷい、ちちんぷいぷいＣＭ、ＫＢＳ京都 

   雑誌：あまから手帖、leaf等  

   ＷＥＢページ 60社以上   府民だより、市営地下鉄中吊り 

• 直売所からホテルグランヴィア京都への新レストラン含めた、継続的な 

   取引が実現 

• 地域の人が主役となり、「自信を深める」機会になった。今後の 

    展開への意欲につながった。  

 

 

 

 

 

 

 今後の展開 

  「“食”を通じて「森の京都」へ向かうひと・ものの流れを創り出す」ことにチャレンジ 
• イチ推しの食100選（春夏レシピ） 

• イチ推しの食料理共同開発事業、第２弾 

• ホテルグランヴィア京都で共同開発メニュー提供・情報発信 

• イチ推しの食材総合カタログ発行 

• 森の京都丼＆森の京都パエリア祭   etc. 
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現時点までにどんな成
果が出ましたか？ 
必ずしも100％達成する必

要はなく、得られた成果、得
られなかった成果を、本様
式作成時点（概ね11月末）

でふり返って記入してくださ
い。 

成果や学習したことを活
かして、今後どう展開し
ていきますか？ 
 

同じ取組で次のステージを
目指す、他所属に広めてい
く、あるいは全く別のアプ
ローチで目標達成を目指す
など、今後の取組の方向性
を教えてください。 

取組から学んだ点 
・メディア向けに特化した発表会を
実施したように、目的・ターゲットを
絞り込むことの重要性 

・メディア発信には素材やストー
リーが大切 

・熱意を持って取り組めば共感の
輪がどんどん広がることを改めて
実感（地元の皆さんも京都府も） 

さらに工夫したい点 
・“食”を通じた取組をさらにストー
リー立てて展開することで、「京都丹
波、森の京都」を見える化していく 

・ここはうまく行かなかった 
・やってみたが効果がなかった 
・この取組の最も難しかった点 

など失敗から学んだことを教えて
ください。 

・この手法が参考になった 
・こんなアドバイスが効いた 

・このメンバーを巻き込んだこと
で前に進んだ 

・行き詰まったときの突破口はこ
こだった 

など成功から学んだことを教えて
ください。 

取組から学んだことを活かし、さら
に成果を上げるためにどんな工
夫をしたいか、教えてください 


